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JGlKTC 高尾義則殿

一般社団法人日本アマチュア
会長

貴ブログの記事について

前略 貴殿のブログ「アマチュア無線&JARL 高尾義則 JGlKTCの 日記J(http:〃cq―

out―door cocolog― nifty.com/jglktc/)の記事には、添付のとおり明らかな誤りがあります
ので、該当部分を削除し、訂正記事を掲載するよう求めます。

加えて、貴殿の協力者と推察される7N4QUK氏 によるプログ「ku kan ai」
(https:〃 denpa l。 litapunk jp/)は、当連盟に対する誹謗中傷記事の掲載を繰 り返してお
り、貴殿も、同氏に協力し、その誹謗中傷を容認しているものと認めます。貴殿におかれま
しては、7N4QUK局 に対し、当連盟に対する誹謗中傷を直ちに中止するよう伝達される
ことを求めます。

草々



令和5年度の収支に関する前会長・高尾義則氏のコメントの誤りについて

当連盟の会員・JGlKTC高尾義貝」氏 (前会長)が、自身のブログにて当連盟の令
和5年度の収支について批判を繰り返しておりますが、誤つた認識に基づくもの
であり、正しくは以下のとおりです。会員各位におかれましては、正しい事実を
ご認識頂き、ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。

第71回理事会において令和5年度補正予算が承認されたことに関連して、高尾氏
は、「財政悪化 !積立資産取崩3′ 000万円 :」 と題する2024年 3月 21日付けの
フログ記事を公表し、それ以降も連日、「私」GlKTCが退任後、2023年度は大
赤字に転落」「財政逼迫3′ 000万円の取崩しを理事会で決議」「その金額を公表
せず会員皆様に隠蔽?」 等々と主張しています。しかし、正しくは以下のとおり
です。

1 高尾氏が前会長として作成した令和5年度当初予算においては、当期経常1曽

減額 (当連盟全体における収入と支出の差額)のマイナスを見かけ上約900万円
にまで圧縮するために、会員収入と刊行物収益 (局名録売上)が過剰に見積もら
れていました。第71回理事会において承認された令和5年度補正予算は、現実に
合わせる形で、会費収入と刊行物収益をそれぞれ減額したものです (第 71回理
塾 m)。
2 令和5年度補正予算において、当期経常増減額はマイナス約3′ 069万 円と見
積もられていますが、当然のことながら令和5年度はまだ終わっておらず、上記
の数字もあくまで予算であり実績ではありません。実績の数字は、3月 31日 の期
末を経て、5月の理事会と6月の社員総会で確定します。「3,000万円の取崩し
を理事会で決議Jした事実はありません。後程ご説明しますが、高尾氏は当期経
常増減額のマイナスと特定資産の取崩額を同一のものと考えていること自体が理
解不足といえます。

3 令和5年度の当期経常増減額はまだ確定しておりませんが、仮に予算どおり
マイナス約3′ 069万 円になつたとしても、高尾氏が会長在任中の令和4年度の当
期経常増減額約マイナス2′ 958万 2′ 668円 (令和4年度正味財産増減計算書)と
さほど変わりません。高尾氏の会長在任中に「収支均衡」が実現したことはな
く、「私]GlKTCが退任後、2023年度は大赤字に転落」との指摘も誤りです。

4 令和5年5月 8日 に新型コロナが5類に移行し、各地でのイベント等も行われ
るようになつた中で、令和5年度においても、当期経常増減額のマイナスの大幅
な増加を防ぐことができる見込みであり、「財政悪化Jとの評価も誤りです。仮
に、高尾氏が昨年6月 以降も会長として続投し、QSLビ ュー□―の増強策が実
行されていれば、当期経常増減額のマイナスは大幅に増加していたものと思われ
ます。

5 なお、当期経常i曽減額のマイナスが続いていることは決して容認できるもの
ではなく、本年6月 以降の理事会・執行部の刷新以降、財政改善のための抜本的
な施策を行っていく所存です。

6 高尾氏は、令和4年度の「取崩額」が0円であったことを強調していますが、
「取崩額」と「当期経常増減額」を混同しています。ここでいう「取崩額」と
は、特定資産 (「会館建設積立資産」「衛星積立資産J等)と して別建ての銀行
預金口座等に保管されている資金を、当連盟の手持ち資金の流動性 (キャッシュ
フロー)を確保するために通常の預金口座に移した金額のことを指しています。
「取崩額」は勘定科日間の移動ですので、運盟全体の収支とは関係なく、運盟全
体における収入と支出の差額である「当期経常増減額Jとは全く異なるもので



す。

この意味での「取崩額Jは、令和4年度は確かに0円 でしたが、令和 3年度は約
900万 円、令和 2年度は1′ 900万円、令和元年度は約2′ 500万 円であり、高尾氏
が会長在任中も0円であり続けたわけではありません。なお、令和5年度の「取
崩額Jは確定しておりませんが、令和3年度と同程度の約900万円を見込んでい
ます。令和4年度は過去から積み上がった余剰キャッシュフローを払い出すこと
により、当期経常増減額がマイナス2,958万 2′ 668円 にもか7DNわ らず特定資産取
崩額がゼロになつたもので、令禾]5年度はその余剰キャッシュフローが無くなつ
たことにより特定資産を900万円取り崩せざるを得なくなりました。この意味で
も、「財政悪化Jとの評価は誤りです。

前会長が、このような無理解に基づく誤った情報を繰り返し述べていることは大
変遺感であり、高尾氏に対しては、該当部分を削除し、訂正記事を掲載するよう
要求しました。


